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まえがき 
 
東京大学生産技術研究所奨励会では，2015 年４月より「都市環境災害に関する風洞活用

研究会」を組織し，都市を取り巻く環境障害や災害に関わる複雑現象の解明のために風洞を

活用することを目的に，その最新の技術に関する情報交換を行っている。 
風洞とは風をつくり出す装置のことで，その歴史は古く，19 世紀頃から利用されている。

その用途は航空機や自動車の空力特性の解明など広く用いられ，多くの科学技術の発展を

うながした。建築分野では，建物に関わる風圧力を測定し，その動力学を解明する耐風工学

や，ビル風などの建物があることによる風の強弱，汚染物の滞留などの環境問題の解明に利

用されてきた。 
このように都市環境災害の分野において，風洞実験の利用は非常に普及しているが，その

一方で，その利用方法は慣習的に行われていることが多く，十分にその信頼性が確認されて

いるわけではない。風洞実験は媒質として実際の空気を用いるため，その物理的な流体現象

の再現性は計算流体力学（Computational Fluid Dynamics; CFD）に比べて高いと言われ

ているが，風洞実験そのものが実現象をモデル化していることには変わりがなく，そのモデ

ル化の過程において様々な問題を孕んでいる可能性がある。 
この背景のもと，本研究会では，2018 年度より，文献調査を中心として，風洞実験に内

在する課題を明確化し，更に可能であればその解決策を模索することとした。このことは，

今後の風洞実験の信頼性を高め，それを十分に活用するために重要である。本報告書は，上

記に関わる本研究会での研究成果をまとめたものである。本報告書が信頼性の高い風洞実

験を実施するにあたり，一助となれば幸いである。 
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